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【基幹事業との関連性】

 D-17-1　閖上地区被災市街地復興土地区画整理事業

　被災した閖上地区に、震災の記憶と教訓の伝承、犠牲者の追悼、地区外で再建した方

の拠り所となる空間整備を行うことは、基幹事業で実施する復興まちづくりに資する取

り組みであることら、基幹事業との関連が認められる。

【事業期間】　

　平成30年度

【事業内容】　

　公園計画面積：3.35ha（既配分エリア2.75ha＋日和山ゾーン（今回追加）0.6ha）

　計画整備内容：祈りの広場（慰霊碑）、憩いの広場、海を望む丘ゾーン、遺構と伝承

  ゾーン、日和山ゾーン

【今回申請額】

①実施設計等の結果による工事費の増額：４４，９００千円

②公園と一体整備するエリアの追加に伴う工事費の増額：３３，８００千円

【全体事業費】

平成２７年度 （基本計画・基本設計費）

平成２８年度 （詳細設計費）

平成２９年度 （工事費）

（補償費）

平成３０年度 （工事費）（今回申請）

計

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　本市の中心市街地の一つであった「港町・閖上」は東日本大震災により、地区住民
をはじめ、暮らし、産業基盤など、全てのものが喪失する壊滅的な被害を受けた。
　特に人的被害は約９００名を超える方々が犠牲となり、このような惨禍を二度と繰
り返さないために、震災の記憶と教訓を後世に伝承していくことや、犠牲者を追悼し
ていくこと、また、やむなくふるさと閖上を離れた方々が足を運ぶ拠り所となる空間
整備を行うことを目的として震災メモリアル公園を整備するもの。
　これまで基本設計の結果を踏まえ工事費を申請していたが、平成２９年度に実施し
た詳細設計の結果等から工事費の増額が見込まれること、また、震災メモリアル公園
と一体で整備するエリアを追加することから工事費の追加申請を行うもの。
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市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

全体事業費 ４２２，３００千円

復興地域づくり加速化事業

（仮称）名取市震災メモリアル公園整備事業

事業番号

千円
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